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田
口
冬
樹
経
営
学
部
教
授

の
「
流
通
論
」
は
、
流
通
業

界
で
活
躍
す
る
実
務
家
を
招

い
て
特
別
講
義
を
行
っ
て
い

る
。
６
月
15
日
は
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｃ
（
本
社
・
大
阪
市
）
の

海
外
事
業
本
部
ロ
シ
ア
・
モ

ン
ゴ
ル
・
オ
セ
ア
ニ
ア
・
北

米
輸
出
担
当
の
田
中
貴
和
さ

ん
（
平
16
経
営
）
が
「
身
近

な
商
品
か
ら
流
通
を
考
え

る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
卸
売

業
の
役
割
と
グ
ル
ー
バ
ル
に

展
開
す
る
同
社
の
独
自
戦
略

を
学
生
約
２
５
０
人
に
講
義

し
た
。
卸
売
業
の
流
通
に
果

た
す
役
割
を
再
認
識
さ
せ
る

機
会
と
な
っ
た
。

　
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、
化
粧

品
、
日
用
雑
貨
品
、
一
般
用

医
薬
品
な
ど
を
取
り
扱
っ
て

い
る
卸
売
会
社
で
、
国
内
最

大
手
で
あ
る
。

　「
日
本
の
優
れ
た
商
品
を

全
国
や
世
界
に
届
け
る
仕
事

を
し
た
い
」
と
い
う
の
が
田

中
さ
ん
の
志
望
動
機
。
海
外

事
業
部
へ
は
社
内
公
募
に
自

ら
志
願
し
て
実
現
し
た
。
夢

が
か
な
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
や

ロ
シ
ア
で
営
業
に
奔
走
し
、

文
化
が
異
な
る
こ
と
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
と
向
き
合

っ
て
き
た
。「
現
地
の
ニ
ー

ズ
を
い
か
に
く
み
取
り
、
事

業
に
反
映
さ
せ
る
か
。
ラ
イ

バ
ル
企
業
が
増
え
る
中
で
手

腕
が
問
わ
れ
る
」と
話
し
た
。

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
健
康
志
向

で
若
い
女
性
が
サ
プ
リ
メ
ン

ト
を
求
め
る
の
は
日
本
と
共

通
で
、
モ
ン
ゴ
ル
で
も
売
れ

る
と
直
感
。
売
り
方
や
商
品

の
特
徴
づ
け
は
現
地
に
合
わ

せ
た
展
開
を
し
た
。
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

で
顧
客
を
満
足
さ
せ
た
充
実

感
を
語
っ
た
。

　
田
口
教
授
は
「
こ
の
講
義

で
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
表
に

見
え
る
領
域
だ
け
で
は
な

く
、
バ
ッ
ク
の
領
域
で
の
流

通
の
仕
組
み
や
役
割
の
理
解

に
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

（
田
口
ゼ
ミ
３
年
次
‥
猪
谷

祐
美
、
宇
佐
美
友
理
）

　
経
済
学
部
国
際
経
済
学
科

主
催
の
公
開
講
演
会
が
２

回
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。
メ
コ
ン
地
域
の

新
興
国
で
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー

と
ラ
オ
ス
を
舞
台
に
活
躍
す

る
講
師
を
迎
え
た
。

　
６
月
20
日
の
講
師
は
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
で
６
月
に
起
業
し

た
飯
沼
健
子
ゼ
ミ
の
卒
業

生
、
鈴
木
俊
良
さ
ん
（
平
26

経
済
）。
民
主
化
と
経
済
開

放
が
進
む
同
国
で
働
く
や
り

が
い
や
葛
藤
、
起
業
に
あ
た

っ
て
の
決
意
を
語
り
、「
学

生
時
代
に
培
っ
た
も
の
は
卒

業
後
に
大
き
な
力
に
な
る
」

「
変
化
を
恐
れ
る
な
」
と
後

輩
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。

　
鈴
木
俊
良
さ
ん
は
専
大
在

学
中
、
発
展
途
上
国
の
経
済

や
教
育
に
関
心
を
持
ち
、
中

国
留
学
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
を
体
験

し
た
。
卒
業
後
は
旅
行
会
社

の
ミ
ャ
ン
マ
ー
支
店
で
３
年

間
、
交
通
・
宿
泊
の
手
配
や

ツ
ア
ー
の
企
画
を
担
当
し
て

き
た
。

　
７
月
４
日
は
、
ラ
オ
ス
と

日
本
の
経
済
関
係
に
つ
い
て

最
も
詳
し
い
と
言
わ
れ
る
ラ

オ
ス
在
住
の
鈴
木
基
義
さ
ん

が
登
壇
。
テ
ー
マ
は
「
ラ
オ

ス
の
今
‥
ど
ん
な
小
さ
な
国

で
も
経
済
は
必
ず
ブ
レ
イ
ク

す
る
」。
約
１
２
０
人
を
前

に
２
時
間
に
わ
た
っ
て
講
演

し
た
。

　
同
国
の
計
画
投
資
大
臣
特

別
顧
問
な
ど
を
務
め
る
鈴
木

基
義
さ
ん
は
、「
タ
イ
プ
ラ

ス
ワ
ン
」
と
し
て
急
増
す
る

日
本
企
業
の
ラ
オ
ス
投
資
の

後
押
し
を
行
っ
て
い
る
。
講

演
で
は
数
々
の
実
例
を
挙
げ

ラ
オ
ス
投
資
の
課
題
や
可
能

性
を
語
っ
た
。

　
日
本
企
業
進
出
の
利
点
と

し
て
、
隣
接
す
る
タ
イ
側
の

イ
ン
フ
ラ
の
利
用
や
低
人
件

費
、
豊
富
な
水
力
エ
ネ
ル
ギ

ー
な
ど
の
ほ
か
、
発
展
途
上

国
に
対
す
る
日
本
の
産
業
支

援
、
一
般
特
恵
関
税
制
度
を

挙
げ
た
。

　
鉱
物
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

な
ど
に
加
え
、
製
造
業
の
進

出
も
加
速
し
て
い
る
。
こ
の

分
野
で
は
「
前
工
程
」
を
タ

イ
の
工
場
で
行
っ
て
ラ
オ
ス

の
第
２
工
場
へ
輸
出
、
労
働

集
約
的
な
「
後
工
程
」
で
完

成
さ
せ
る
と
い
う
地
域
補
完

型
工
業
化
を
採
用
し
て
い
る

と
説
明
し
た
。

　
飯
沼
ゼ
ミ
の
勝
沼
直
央
さ

ん
（
経
済
３
）
は
「
ラ
オ
ス

に
つ
い
て
は
ゼ
ミ
や
授
業
で

学
ん
で
き
た
が
、
想
像
以
上

に
経
済
発
展
し
て
い
る
こ
と

に
驚
い
た
。
講
演
は
難
し
い

部
分
も
あ
っ
た
が
勉
強
し

て
、
ぜ
ひ
ラ
オ
ス
を
訪
ね
た

い
」
と
話
し
た
。

　
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
神

田
支
店
長
兼
支
社
長
の
遠
藤

泰
樹
氏
が
、
小
藤
康
夫
商
学

部
教
授
の
講
義
「
金
融
シ
ス

テ
ム
」
に
講
師
と
し
て
登

壇
、
３
、
４
年
次
生
約
２
０

０
人
に
、
銀
行
の
業
務
や
ビ

ジ
ネ
ス
界
で
求
め
ら
れ
る
人

間
像
、
就
職
活
動
で
の
心
構

え
に
つ
い
て
語
っ
た
（
６
月

16
日
、生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）。

　
遠
藤
氏
は
１
９
９
０
年
に

旧
三
和
銀
行
に
入
行
。
融
資

部
、
人
事
部
、
企
画
部
で
キ

ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
（
95
年
）
後
は

建
設
省
（
現
国
土
交
通
省
）

に
派
遣
さ
れ
、
災
害
対
策
復

興
本
部
で
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

の
建
て
替
え
事
業
に
取
り
組

ん
だ
経
験
を
持
つ
。
東
京
三

菱
銀
行
と
の
合
併
（
２
０
０

６
年
）
の
合
併
協
議
メ
ン
バ

ー
の
一
人
だ
っ
た
。

　
成
果
を
上
げ
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
人
間
的
な
魅

力
、
信
念
の
強
さ
な
ど
を
挙

げ
た
遠
藤
氏
が
、
一
番
大
事

と
強
調
し
た
の
は
「
勝
負
ど

こ
ろ
で
逃
げ
な
い
こ
と
」
。

　
合
併
協
議
で
の
体
験
や
、

失
敗
談
を
交
え
仕
事
の
厳
し

さ
、や
り
が
い
を
説
明
し
た
。

　
就
職
活
動
に
あ
た
っ
て
は

「
自
分
に
は
こ
ん
な
長
所
が

あ
り
、
そ
れ
は
ど
う
や
っ
て

培
わ
れ
て
き
た
の
か
、
等
身

大
の
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
こ
と
が
重
要
だ
。
企
業
は

そ
の
人
物
を
採
用
す
る
と
ど

ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
と

い
う
観
点
で
見
て
い
る
」
と

が
今
も
根
強
く
残
っ
て
い

る
。「
介
護
と
仕
事
の
両
立

は
難
し
く
、
一
度
離
職
す
る

と
、
再
就
職
も
ま
ま
な
ら
ず

非
正
規
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多

い
」
と
し
た
う
え
で
、
企
業

の
中
に
介
護
者
を
支
援
す
る

「
ケ
ア
ボ
ス
」
が
い
る
こ

と
、
介
護
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
、
地
方
自
治
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
力
も
必
要
に
な
る
と

話
し
た
。

　
高
橋
教
授
は
企
業
重
視
の

経
済
政
策
が
取
ら
れ
て
き
た

が
、
こ
れ
で
は
デ
フ
レ
脱
却

は
で
き
な
い
と
し
た
う
え

で
、
土
台
と
な
る
働
き
方
を

安
定
さ
せ
る
「
雇
用
の
安
定

と
働
き
過
ぎ
の
防
止
こ
そ
が

求
め
ら
れ
る
」
と
語
っ
た
。

　
ま
た
、
根
源
的
な
問
題
と

し
て
「
少
子
化
」
を
取
り
上

げ
た
の
は
櫻
井
教
授
。「
少

子
化
の
原
因
と
し
て
晩
婚
化

と
出
生
率
の
低
下
が
あ
る
。

教
育
費
、
子
育
て
と
仕
事
の

両
立
な
ど
の
課
題
を
取
り
除

い
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

将
来
的
に
は
〝
子
ど
も
消
費

税
〞
を
作
り
、
そ
の
財
源
を

保
育
園
の
設
備
、
教
育
の
無

償
化
な
ど
に
充
て
て
い
く
こ

と
が
解
決
策
に
つ
な
が
る
の

で
は
」と
問
題
提
起
を
し
た
。

　『
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
日
本

経
済
の
ゆ
く
え
』
の
出
版
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
多
摩
区

・
３
大
学
連
携
協
議
会
共

催
）
が
６
月
24
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
同

書
は
昨
年
開
催
さ
れ
た
経
済

学
部
経
済
学
科
の
公
開
講
座

「
４
年
目
を
迎
え
た
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
と
日
本
経
済
」
を
基

に
編
集
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
日
本
経
済
が
抱
え
る
問
題

と
安
倍
政
権
の
経
済
政
策
で

あ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
つ
い

て
６
人
の
教
員
ら
が
財
政
、

金
融
、
労
働
、
社
会
保
障
、

産
業
な
ど
の
各
専
門
分
野
か

ら
掘
り
下
げ
、
課
題
や
対
応

策
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

１
４
０
人
の
参
加
者
は
メ
モ

を
取
る
人
も
お
り
、
熱
心
に

聴
講
し
て
い
た
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
は
編
著
者
を

務
め
た
中
野
英
夫
教
授
（
財

政
学
）、
著
者
の
鈴
木
奈
穂

美
准
教
授（
生
活
経
済
論
）、

高
橋
祐
吉
教
授
（
労
働
経
済

論
）、
田
中
隆
之
教
授
（
財

政
金
融
政
策
）、
櫻
井
宏
二

郎
教
授
（
日
本
経
済
論
）、

西
岡
幸
一
元
経
済
学
部
教
授

（
産
業
技
術
論
）
。

　
人
口
減
少
、
急
速
な
高
齢

化
社
会
に
直
面
し
、
出
口
の

み
え
な
い
経
済
状
況
の
な
か
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
５
年
目
を

迎
え
た
。
そ
の
政
策
の
意
義

と
課
題
に
つ
い
て
検
証
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
中
野

教
授
が
口
火
を
切
っ
た
。
特

に
「
中
長
期
の
問
題
と
し
て

の
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
労

働
者
の
担
い
手
の
減
少
は
深

刻
だ
。
家
族
の
姿
も
変
化
し

て
き
て
い
る
。
現
状
に
対
応

し
た
働
き
方
、
介
護
、
子
育

て
、
企
業
の
あ
り
方
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
分
野
で
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
指
摘
し
た
。

　
鈴
木
准
教
授
は
「
介
護
離

職
ゼ
ロ
」
を
実
現
す
る
た
め

の
方
策
に
関
し
現
状
を
分

析
。
団
塊
世
代
が
75
歳
以

上
に
な
る〝
２
０
２
５
年
問

題
〞
に
対
応
す
る
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
が
行
わ
れ
て

き
た
。
２
０
０
０
年
に
介
護

保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
実
際
は
同
居
の
家
族
が

介
護
す
る
日
本
型
福
祉
社
会

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
の
心
得
を
説
く
遠
藤
氏

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
橘
雄
吾
さ
ん
（
４
年
次
）

は
「
普
段
か
ら
努
力
す
る
こ

と
が
自
分
を
作
る
の
だ
と
理

解
し
た
。
ど
ん
な
環
境
で
も

通
用
す
る
社
会
人
を
目
指

し
た
い
」。
服
部
友
香
さ
ん

（
同
）
は
「『
多
く
の
業
種
や

企
業
と
知
り
合
え
て
就
活
が

楽
し
か
っ
た
』
と
言
っ
て
い

た
。
メ
ン
タ
ル
の
部
分
を
参

考
に
し
た
い
」
と
話
し
た
。

学
生
２
５
０
人
を
前
に

講
演
す
る
田
中
さ
ん

国際経済学科公開講演会

『アベノミクスと日本経済のゆくえ』

出版記念シンポジウム
 

働
き
方
、介
護
な
ど
論
じ
る

専
門
分
野
の
課
題
検
証数々の写真を見せミャンマーの

変化について話す鈴木俊良さん

ラオスと日本の関係について

解説する鈴木基義さん

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
舞
台
に

 

活
躍
す
る
２
講
師
語
る

商
・
小
藤
教
授「
金
融
シ
ス
テ
ム
」

 

銀
行
支
店
長
が
講
師
に

経
営
・
田
口
教
授「
流
通
論
」

Ｏ
Ｇ
田
中
さ
ん
特
別
講
義

６
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
意
見
を
交
わ
し
た

中野教授の発表に耳を傾ける参加者たち


